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目 次 

管理規程 
○ 埼玉県立小児医療センター院内保育施設管理規程の一部を改正する規程（小児医療セン

ター） 

告示 
○ 彩の国だより印刷業務に関する落札者等の公示（入札課） 

○ 土壌汚染対策法の規定に基づく形質変更時要届出区域の指定（水環境課） 

○ 土壌汚染対策法の規定に基づく要措置区域の指定（水環境課） 

○ と畜検査手数料の徴収事務委託（食肉衛生検査センター） 

○ 大規模小売店舗の廃止に関する公示（商業・サービス産業支援課） 

○ 上里土地改良区の役員就退任届（本庄農林振興センター） 

○ 有料公園施設等の使用料徴収事務委託（越谷県土整備事務所） 

○ 草加都市計画下水道事業八潮公共下水道の事業計画の変更認可（都市計画課） 

○ 県道大野東松山線の区域の変更（東松山県土整備事務所） 

○ 県道大野東松山線の供用の開始（東松山県土整備事務所） 

 

 



管

理

規

程 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
十
号 

 
埼
玉
県
立
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
院
内
保
育
施
設
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。 

平
成
二
十
九
年
六
月
十
三
日 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者 

岩 

中 
 

 

督 

 
 

 

埼
玉
県
立
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
院
内
保
育
施
設
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
立
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
院
内
保
育
施
設
管
理
規
程
（
平
成
二
十
一
年
病
院
事
業
管
理
規

程
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
中
「
蓮
田
市
蓮
田
四
丁
目
二
三
〇
番
地
」
を
「
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心
一
番
地
二
」

に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
八
号 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

平
成
二
十
九
年
六
月
十
三
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 



１ 購入等件名及び数量 

彩の国だより印刷業務 約 2,240,000 部×12 回（８ページ×９回・12 ページ×

３回） 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

埼玉県県民生活部広聴広報課 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目 15 番１号 

３ 落札者を決定した日 

平成 29 年４月 10 日 

４ 落札者の氏名及び住所 

株式会社きかんし 埼玉県さいたま市浦和区仲町３丁目２番 24 号 

５ 落札金額 

74,462,976 円（税込） 

６ 契約の相手方を決定した手続 

一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

平成 29 年１月 24 日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
九
号 

 
土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特

定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届
出

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
区
域
（
以
下
「
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
」
と
い
う
。
）
を
次
の
と
お

り
指
定
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
六
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域 

 
 

別
図
の
と
お
り
（
埼
玉
県
鴻
巣
市
前
砂
字
袋
百
六
十
番
一
の
一
部
） 

二 

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項 

 

の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類 

 
 

六
価
ク
ロ
ム
化
合
物
、
鉛
及
び
そ
の
化
合
物
、
砒
素
及
び
そ
の
化
合
物
並
び
に
ふ
っ
素
及
び 

 

そ
の
化
合
物 

 
 



 

別図 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
十
号 

 
土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定

有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
当
該
汚
染
に
よ
る
人
の
健
康
に
係
る
被
害
を
防
止
す
る

た
め
当
該
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
な
区
域
（
以
下
「
要
措
置
区
域
」
と
い

う
。
）
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
六
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

要
措
置
区
域 

 
 

別
図
の
と
お
り
（
埼
玉
県
鴻
巣
市
前
砂
字
袋
百
六
十
番
一
の
一
部
） 

二 

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項 

 

の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類 

 
 

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
及
び
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン 

三 

講
ず
べ
き
指
示
措
置 

 
 

地
下
水
の
水
質
の
測
定 

 
 



 

別図 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
十
一
号 

 
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
と
畜
場
に
お
け
る
と
畜
検
査
手
数
料
の
徴
収
事
務
を
、
そ
れ
ぞ
れ

同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
者
に
、
下
欄
に
掲
げ
る
期
間
委
託
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
六
月
十
三
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

  

和
光
ミ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

と
畜
場
の
名
称 

埼
玉
県
和
光
市
下
新
倉
六
丁
目
九
番
二
十
号 

株
式
会
社
ア
グ
リ
ス
・
ワ
ン 

代
表
取
締
役 

阿
部 
昌
史 

受
託
者
の
住
所
・
名
称
及
び
代
表
者
氏
名 

平
成
二
十
九
年
四
月 

 
 

 
 

一
日
か
ら 

平
成
三
十
年
三
月 

 
 

三
十
一
日
ま
で 

委
託
期
間 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
十
二
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
六
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

株
式
会
社
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
坂
戸
店 

 
 

埼
玉
県
坂
戸
市
日
の
出
町
二
百
五
十
一
番
一
号 

外 

二 

大
規
模
小
売
店
舗
の
設
置
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者 

 

の
氏
名 

丸
加
商
事
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

清
水
澄
弘 

埼
玉
県
坂
戸
市
日
の
出
町
三
番
二
十
一
号 

三 

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計
が
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
三
条
第
一
項
に
定

め
る
基
準
面
積
以
下
と
な
っ
た
日 

 
 

平
成
二
十
八
年
十
月
十
六
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
十
三
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、

上
里
土
地
改
良
区
か
ら
当
該
役
員
に
就
任
し
た
者
及
び
当
該
役
員
を
退
任
し
た
者
の
氏
名
及
び
住

所
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。 

平
成
二
十
九
年
六
月
十
三
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

就
任 

 

職
名 

 
 

氏 
 

名 
 

 
 

 

住 
 

所 

 

理
事 

関 

根 

孝 

道 
 

埼
玉
県
児
玉
郡
上
里
町
大
字
三
町
五
百
七
十
八
番
地
四 

 

同 
 

青 

木 
 

 

猛 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

大
御
堂
二
百
四
十
六
番
地 

 

同 
 

荒 

井 

良 

嗣 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

勅
使
河
原
千
二
百
八
十
二
番
地
六 

 

同 
 

石 

川 

文 

雄 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

金
久
保
六
百
八
十
四
番
地 

 

同 
 

内 

田 

一 

夫 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

神
保
原
町
二
千
百
五
十
八
番
地
一 

 

同 
 

内 

山 

英 

明 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 
堤
六
百
三
十
五
番
地 

 

同 
 

金 

井 

佐 

一 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

嘉
美
五
百
十
二
番
地 

 

同 
 

小 

林 

昇 

司 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

八
町
河
原
二
千
五
十
九
番
地 

 

同 
 

髙 

橋 

英 

治 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

七
本
木
二
千
九
百
九
十
番
地 

 

同 
 

塚 

越 

松 

吉 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

帯
刀
二
百
十
九
番
地
九 

 

同 
 

土 

屋 

定 

久 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

七
本
木
百
五
十
二
番
地 

 

同 
 

戸 

矢 

活 

夫 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

藤
木
戸
百
九
十
八
番
地 

 

同 
 

戸 

矢 

俊 

彦 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

堤
十
四
番
地
九 

 

同 
 

南 

雲 

和 

夫 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

金
久
保
千
二
百
五
十
五
番
地 

 

同 
 

馬 

場 

弘 

次 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

勅
使
河
原
八
百
四
十
二
番
地 

 

同 
 

福 

田 
 

 

保 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

忍
保
千
百
六
十
番
地 

 

同 
 

松 

本 

保 

夫 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

三
町
五
百
七
十
八
番
地
一 

 

同 
 

和
田
山 

玉 

彦 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

七
本
木
千
九
百
五
十
一
番
地 

 

同 
 

荒 

井 

清 

一 
 

同 
 

本
庄
市
今
井
六
百
八
十
八
番
地 

 

同 
 

吉 

野 

由
紀
雄 

 

同 
 

同 
 

新
井
四
百
九
十
三
番
地
三 

 

監
事 

金 

子 

一 

男 
 

同 
 

児
玉
郡
上
里
町
大
字
忍
保
千
七
十
二
番
地 

 

同 
 

黒 

澤 

清 

一 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

嘉
美
二
十
一
番
地 

 

同 
 

坂 

本 

洋 

樹 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

大
御
堂
百
四
十
三
番
地 

 

同 
 

古 

川 

隆 

治 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

帯
刀
七
百
九
十
三
番
地
四 

二 

退
任 



 

職
名 

 
 

氏 
 

名 
 

 
 

 

住 
 

所 

 

理
事 

関 

根 

孝 

道 
 

埼
玉
県
児
玉
郡
上
里
町
大
字
三
町
五
百
七
十
八
番
地
四 

 
同 

 

相 

川 

傳 

吉 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

五
明
五
百
五
十
五
番
地
二 

 

同 
 

伊 

藤 

正 

實 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

大
御
堂
五
百
八
十
三
番
地
三 

 

同 
 

岩 
田 

好 

雄 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

勅
使
河
原
千
五
百
八
十
番
地
一 

 

同 
 

岩 
田 
義 

典 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

金
久
保
千
七
百
十
七
番
地
一 

 

同 
 

内 

田 
 

 
一 

 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

神
保
原
町
千
三
百
三
十
二
番
地
一 

同 
 

内 

山 

英 
明 

 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

堤
六
百
三
十
五
番
地 

 

同 
 

金 

井 

佐 

一 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

嘉
美
五
百
十
二
番
地 

 

同 
 

神 

尾 

定 

良 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

堤
二
十
九
番
地 

 

同 
 

小 

暮 

義 

行 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

勅
使
河
原
千
三
百
五
十
四
番
地
一 

 

同 
 

佐 

藤 

三 

男 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

七
本
木
三
千
二
十
四
番
地 

 

同 
 

杉 

山 
 

 

修 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

帯
刀
二
百
二
十
六
番
地
六 

 

同 
 

髙 

橋 

紘 

一 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

七
本
木
千
九
百
七
十
一
番
地 

 

同 
 

塚 

本 

武 

夫 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 
七
本
木
五
千
六
百
六
十
一
番
地 

 

同 
 

南 

雲 

和 

夫 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

金
久
保
千
二
百
五
十
五
番
地 

 

同 
 

福 

田 

巳 

春 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

忍
保
千
百
六
十
八
番
地 

 

同 
 

松 

下 

髙 

雄 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

八
町
河
原
二
千
五
百
七
十
三
番
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二 

 

同 
 

松 

本 

保 

夫 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

三
町
五
百
七
十
八
番
地
一 

 

同 
 

浅 

見 

孝 

雄 
 

同 
 

本
庄
市
今
井
千
百
十
一
番
地 

 

同 
 

宇
田
川 

良 

重 
 

同 
 

同 
 

新
井
七
十
六
番
地 

 

監
事 

金 

井 
 

 

弘 
 

同 
 

児
玉
郡
上
里
町
大
字
嘉
美
五
百
二
十
番
地 

 

同 
 

齋 

藤 

良 

平 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

勅
使
河
原
六
百
二
十
二
番
地 

 

同 
 

堀 

込 

喜 

一 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

大
御
堂
二
十
五
番
地 

 

同 
 

松 

下 
 

 

守 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

八
町
河
原
二
千
六
百
十
二
番
地 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
十
四
号 

 
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
施
設
等
の
使
用
料
の
徴
収
事
務
を
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ

る
者
に
、
下
欄
に
掲
げ
る
期
間
委
託
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
六
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

  

吉
川
公
園
の
野
球
場
及
び
運
動 

場
の
使
用
料 

委
託
す
る
公
園
施
設
等
の
名
称 

 

吉
川
市
吉
川
二
丁
目
一
番
地
一 

 

吉
川
市 

 

吉
川
市
長 

中
原 
恵
人 

受
託
者
の
住
所
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名 

平

成

二

十

九

年

四

月

一

日

か

ら

平

成

三

十

年

三

月

三

十
一
日
ま
で 

委
託
期
間 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
十
五
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
四

十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
千
百
五
十
八
号
で
告
示
し
た
草
加
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の

変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
六
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

八
潮
市 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

草
加
都
市
計
画
下
水
道
事
業
八
潮
公
共
下
水
道 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

昭
和
四
十
九
年
九
月
二
十
七
日
か
ら 

 
 

平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

汚
水 

 
 

⑴ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 

ロ 

雨
水 

 
 

⑴ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

昭
和
四
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
千
百
五
十
八
号
、
昭
和
五
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百 

 
 

 

二
十
五
号
、
昭
和
五
十
七
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
五
十
五
号
、
昭
和
五
十
九
年
埼
玉
県
告 

 
 

 

示
第
百
六
十
三
号
、
昭
和
六
十
一
年
埼
玉
県
告
示
第
千
八
百
一
号
、
平
成
元
年
埼
玉
県
告 

 
 

 

示
第
三
百
六
十
三
号
、
平
成
三
年
埼
玉
県
告
示
第
六
百
七
十
一
号
、
平
成
六
年
埼
玉
県
告 

 
 

 

示
第
四
百
九
十
二
号
、
平
成
十
年
埼
玉
県
告
示
第
百
六
十
六
号
、
平
成
十
一
年
埼
玉
県
告 

 
 

 

示
第
千
二
百
三
十
一
号
、
平
成
十
二
年
埼
玉
県
告
示
第
千
百
六
十
二
号
、
平
成
十
四
年
埼 

 
 

 

玉
県
告
示
第
千
五
百
九
十
七
号
、
平
成
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
六
百
五
十
二
号
、
平
成
十 

 

 
 

 

九
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
九
十
三
号
、
平
成
二
十
三
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
九
十
九
号
、 

 

 
 

 

平
成
二
十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
十
六
号
及
び
平
成
二
十
七
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
六 

 
 

 

十
一
号
の
事
業
地
の
う
ち
、
八
潮
市
大
字
伊
勢
野
宇
根
通
及
び
大
字
南
川
崎
根
通
を
加
え



る
。 



告

示 

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
二
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
六
月
十
三
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 

平
成
二
十
九
年
六
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長 

高 

師 
 

 

功 

一 

道
路
の
種
類 

 

県
道 

二 

路 

線 

名 
 

大
野
東
松
山
線 

三 

道
路
の
区
域 

 



 

 

新 

 

旧 

旧
新
別 

比
企
郡
と
き
が
わ
町
大
字
西
平
字

横
道
三
〇
〇
五
番
一
地
先
か
ら 

同
郡
同
町
大
字
西
平
字
横
道
二
九

九
五
番
一
地
先
ま
で 

区 
 

間 

一
一
・
五
〇
～
四
一
・
五
〇 

七
・
九
〇
～
・
一
五
・
七
〇 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

一
五
〇
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

橋
梁
架
設
工
事 備 

備 
 

考 

考 



告

示 

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
三
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
六
月
十
三
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
六
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長 

高 

師 
 

 

功 
 

 

     



 

    

 

県
道
大
野
東
松
山
線 

路 
 

線 
 

名 

比
企
郡
と
き
が
わ
町
大
字
西
平
字
横

道
三
〇
〇
五
番
一
地
先
か
ら
同
郡
同

町
大
字
西
平
字
横
道
二
九
九
五
番
一

地
先
ま
で 

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
九
年
六
月
十
四
日 

供
用
開
始
の
期
日 

平
成
二
十
九
年
六
月
十
三
日
付

け
埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事

務
所
長
告
示
第
十
二
号
で
告
示

し
た
道
路
予
定
区
域
の
供
用
開

始
で
あ
る
。
延
長
一
五
〇
・
〇

〇
メ
ー
ト
ル
。 

    

備 

 

考 
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